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平成２６年第１回紀の川市議会定例会 第１日         平成２６年 ２月２１日（金曜日）  開 議 午前 ９時２９分                          散 会 午後 １時１７分     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ◎議事日程（第１号）  日程第１  会議録署名議員の指名  日程第２  会期の決定  日程第３  諸般の報告  日程第４  議案第 １号 副市長の選任について        議案第 ２号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ３号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ４号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ５号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ６号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ７号 飯盛財産区管理委員の選任について        議案第 ８号 静川財産区管理委員の選任について        議案第 ９号 静川財産区管理委員の選任について        議案第１０号 静川財産区管理委員の選任について        議案第１１号 静川財産区管理委員の選任について        議案第１２号 工事請負契約の一部変更について（麻生津簡易水道区域拡               張工事）        議案第１３号 紀の川市農村交流施設条例の制定について        議案第１４号 紀の川市税条例の一部改正について        議案第１５号 紀の川市手数料条例の一部改正について        議案第１６号 紀の川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について        議案第１７号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正につ               いて        議案第１８号 紀の川市国民健康保険直営鞆渕診療所の使用料及び手数料               に関する条例の一部改正について        議案第１９号 紀の川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に               ついて        議案第２０号 紀の川市障害程度区分審査会の委員の定数を定める条例の               一部改正について        議案第２１号 紀の川市障害者地域生活支援事業に関する条例の一部改正               について 



平成２６年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２６年２月２１日  

－2－ 

       議案第２２号 紀の川市桃山産業振興館条例の一部改正について        議案第２３号 紀の川市道路占用料徴収条例の一部改正について        議案第２４号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北               河南水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定につい               て        議案第２５号 紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川簡易水道事業給               水条例の一部を改正する条例の制定について        議案第２６号 紀の川市社会教育委員の設置に関する条例の一部改正につ               いて        議案第２７号 紀の川市地域づくり基金条例の廃止について        議案第２８号 紀の川市庁舎建設基金条例の廃止について        議案第２９号 平成２５年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）につい               て        議案第３０号 平成２５年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計補               正予算（第２号）について        議案第３１号 平成２５年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正               予算（第２号）について        議案第３２号 平成２５年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別               会計補正予算（第２号）について        議案第３３号 平成２５年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算               （第２号）について        議案第３４号 平成２５年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算               （第３号）について        議案第３５号 平成２５年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算               （第２号）について        議案第３６号 平成２５年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第               ３号）について        議案第３７号 平成２５年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）に               ついて        議案第３８号 平成２６年度紀の川市一般会計予算について        議案第３９号 平成２６年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計予               算について        議案第４０号 平成２６年度紀の川市土地取得事業特別会計予算について        議案第４１号 平成２６年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算               について        議案第４２号 平成２６年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別 
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              会計予算について        議案第４３号 平成２６年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につい               て        議案第４４号 平成２６年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算につ               いて        議案第４５号 平成２６年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につい               て        議案第４６号 平成２６年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会               計予算について        議案第４７号 平成２６年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算につ               いて        議案第４８号 平成２６年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算について        議案第４９号 平成２６年度紀の川市池田財産区特別会計予算について        議案第５０号 平成２６年度紀の川市田中財産区特別会計予算について        議案第５１号 平成２６年度紀の川市長田竜門財産区特別会計予算につい               て        議案第５２号 平成２６年度紀の川市竜門財産区特別会計予算について        議案第５３号 平成２６年度紀の川市南北志野財産区特別会計予算につい               て        議案第５４号 平成２６年度紀の川市飯盛財産区特別会計予算について        議案第５５号 平成２６年度紀の川市静川財産区特別会計予算について        議案第５６号 平成２６年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別会               計予算について        議案第５７号 平成２６年度紀の川市調月財産区特別会計予算について        議案第５８号 平成２６年度紀の川市丸栖財産区特別会計予算について        議案第５９号 平成２６年度紀の川市平池財産区特別会計予算について        議案第６０号 平成２６年度紀の川市水道事業会計予算について        議案第６１号 平成２６年度紀の川市工業用水道事業会計予算について        議案第６２号 指定管理者の指定について        議案第６３号 指定管理者の指定について        議案第６４号 字の区域の変更について        議案第６５号 財産の取得について        議案第６６号 財産の取得について        議案第６７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ◎本日の会議に付した事件 
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 議事日程（第１号）のとおり     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○出席議員（２１名）   １番 並 松 八 重   ２番 太 田 加寿也   ３番 舩 木 孝 明   ４番 中 尾 太久也   ５番 仲 谷 妙 子   ６番 大 谷 さつき   ７番 石 脇 順 治   ８番 中 村 真 紀   ９番 榎 本 喜 之  １０番 坂 本 康 隆  １２番 村 垣 正 造  １３番 竹 村 広 明  １４番 杉 原   勲  １５番 西 川 泰 弘  １６番 堂 脇 光 弘  １７番 室 谷 伊 則  １８番 上 野   健  １９番 石 井   仁  ２０番 川 原 一 泰  ２１番 森 田 幾 久  ２２番 高 田 英 亮     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○欠席議員（１名）  １１番 亀 岡 雅 文     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○説明のために出席した者の職氏名   市  長     中 村 愼 司    副市長      田 村   武   市長公室長    林   信 良    企画部長     橋 口   順   総務部長     竹 中 俊 和    市民部長     北 林 佳 髙   地域振興部長   吉 田   靖    保健福祉部長   服 部 恒 幸   農林商工部長   歌   英 樹    建設部長     尾 崎 好 民   国体対策局長   畑 野 孝 典    会計管理者    武 田 雅 明   水道部長     上     始    農業委員会事務局長  立 具 秀 敏   教育長      松 下   裕    教育部長     西 田 好 宏   総務部財政課長  森 本 浩 行         ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○議会事務局職員   事務局長     永 田 博 敏    次長兼議事調査課長  藤 井 節 子   議事調査課課長補佐  岩 本 充 晃    議事調査課係長  田 中 啓 吾     ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時２９分） ○議長（高田英亮君） おはようございます。  議員各位には、平成２６年第１回紀の川市議会定例会に出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。  それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより平成２６年第１回紀の川市議会定例会を開会いたします。 理委員会委員長と片山義孝代表監査委員にも出席いただいております。  なお、１１番 亀岡雅文君より、病気療養のため本定例会の会議を全て欠席したい旨の届け出がありましたので、御報告いたします。  それでは、本日の会議を開きます。  本定例会には、平成２６年度各会計予算をはじめ、条例の制定、改正等多数上程されております。議員各位の御協力のもと、円滑な議会運営に努めますので、よろしくお願い申し上げます。  それでは、議事に入ります。  議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  日程第１ 会議録署名議員の指名 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○議長（高田英亮君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、３番 舩木孝明君、４番 中尾太久也君を指名いたします。 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  日程第２ 会期の決定 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○議長（高田英亮君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  本定例会の会期につきましては、去る２月１２日議会運営委員会を開催していただき、議会運営について御協議いただいております。  お諮りいたします。  本定例会の会期は、お手元に配付の会期予定表のとおり、本日から３月２４日までの３２日間といたしたいと思います。  これに御異議ありませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。  したがって、本定例会の会期は、本日から３月２４日までの３２日間に決しました。 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  日程第３ 諸般の報告 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○議長（高田英亮君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。  報告１、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が同条第３項の規定によりあり、また地方自治法第１９９条第４項に基づく定期監査の報告が同条第９項の規定によりありましたので、お手元に配付しております。  また、市長より、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、専決処分を行ったとの報告が同条第２項の規定によりありましたので、お手元に配付しております。  なお、その他の報告につきましても、お手元に配付しているとおりですので、ごらんいただきたいと思います。  以上で、諸般の報告を終わります。 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  日程第４ 議案第 １号 副市長の選任について から       議案第６７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について ま              で ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ○議長（高田英亮君） 日程第４、議案第１号 副市長の選任についてから、議案第６７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更についてまでの６７議案を一括議題といたします。  提出者に提案理由の説明を求めます。  市長 中村愼司君。 ○市長（中村愼司君）（登壇） おはようございます。  平成２６年第１回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には何かと御多用にもかかわりませず御参集をいただき、厚くお礼申し上げます。  さて、国策による経済効果が広がりを見せ、地方経済においての先行き不安感は、徐々に改善の兆しを見せてきているようにも思います。  また、来年開催される「紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会」の成功と合わせ、昨年から新庁舎での業務が本格的に開始され、住民サービスの拠点として、また市民の皆さんの大切な生命と財産を守る防災拠点として、職員一同、より一層の市民サービス向上を目指し、取り組んでまいりたいと思っているところであります。  それでは、議案の説明に先立ち、平成２６年度予算編成にあたり、私の市政運営に対する所信の一端を申し上げ、議員並びに市民の皆様方の一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第であります。  まず、本年も依然財政状況は厳しい中ではありますが、英知を結集し、長期総合計画における紀の川市の将来像である「いきいきと 力をあわせたまちづくり 夢あふれる 紀の川市」を目指してまいります。そのために、私は３期目の政策目標として、「継続・躍進・発展その力強い紀の川市」の実現を掲げ、六つの柱として、「安心・安全そして強い
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まちづくり」、「夢産業・夢農業まちづくり」「健康増進・医療・福祉まちづくり」、「住みよい、住みたい、誇りあるまちづくり」、「教育・健康・スポーツ振興まちづくり」、「行財政改革のさらなる推進」、これらに取り組んでまいりたいと思っているところであります。  それでは、平成２６年度当初予算（案）について、御説明をさせていただきます。  平成２６年度当初予算は、平成２５年度から平成２９年度における長期総合計画後期基本計画を念頭に置き、実効性のある施策の優先的な実施と、その土台となる行財政改革への取り組みを強化し、中長期的な視点に立った行財政運営の仕組みを確立し、限られた財源の中におきましても、直面する諸課題に対応するというめり張りのある予算編成といたしております。  それぞれの当初予算額は、一般会計３２０億８，０００万円、特別会計１８０億９，２８６万円、公営企業会計２８億５，２６９万９，０００円、全会計を合わせますと５３０億２，５５５万９，０００円となります。  その内容は、昨年度に引き続き、「安全・安心なまちづくり」を最重点事業に置き、橋梁の点検と主要幹線道路の整備のほか、子どもたちが安心して学ぶことができるように、市内小・中学校の耐震整備化を平成２７年度に完了できるよう進めてまいりたいと思います。  また、小学校を卒業するまでの子どもの医療費無料化をはじめ、今年度から新たに中学生入院医療費の無料化、さらに学童保育の充実など、ゆとりを持って子育てができるような環境づくりを行ってまいります。  なお、詳細につきましては、お手元に配付しております「平成２６年度当初予算の概要 主要事業編と財政資料編」をごらんいただきますようにお願い申し上げます。  そういったことで、今後は限られた財源の中ではありますが、行財政改革への取り組みをさらに強化し、諸課題への対応を着実に進め、創意工夫を凝らした事業を展開してまいります。  今後とも市議会の皆様、また市民の皆様の格段の御支援と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。  続きまして、提出いたしました諸議案について、概要説明をさせていただきます。  議案は、人事に係る議案、１１議案、工事請負契約の一部変更議案、１議案、条例の制定・一部改正・廃止に係る議案、１６議案、平成２５年度各会計補正予算に係る議案、９議案、平成２６年度各会計予算に係る議案 ２４議案、指定管理者の指定に係る議案、２議案、字の区域の変更議案、１議案、財産の取得議案、２議案、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更に係る議案、１議案、計６７議案であります。  その概要を申し上げます。  議案第１号 副市長の選任については、紀の川市副市長が、平成２６年４月２日に任期満了となるため、田村 武君を副市長に再任いたしたく、地方自治法第１６２条の規定に
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より、議会の同意を求めるものあります。  議案第２号から議案第７号までの飯盛財産区管理委員会の選任については、飯盛財産区管理委員が、平成２６年３月３１日に任期満了となるため、６名の委員を選任いたしたく、飯盛財産区管理委員会条例第３条の規定により、議会の同意を求めるものであります。  議案第８号から議案第１１号までの静川財産区管理委員の選任については、静川財産区管理委員が、平成２６年３月３１日に任期満了となるため、４名の委員を選任いたしたく、静川財産区管理委員会条例第３条の規定より、議会の同意を求めるものであります。  議案第１２号 工事請負契約の一部変更については、平成２５年第３回紀の川市議会定例会で議決を経ました麻生津簡易水道区域拡張工事の工事請負契約において、事業の早期完成に向け配管工事を延長することにより契約金額を変更するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。  議案第１３号 紀の川市農村交流施設の条例の制定については、施設管理の見直しに伴い、必要な事項を定めるものであります。  議案第１４号 紀の川市税条例の一部改正については、平成２７年度からの固定資産税・都市計画税の前納報奨金制度の廃止に伴い、条例の一部を改正するものであります。  議案第１５号 紀の川市手数料条例の一部改正については、消費税率の改定等に伴い、所要の改正を行うものであります。  議案第１６号 紀の川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正については、地域社会における共生の実現に向けて、新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律が公布され、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の一部改正が平成２６年４月１日から施行されることに伴い、条例の一部を改正するものであります。  議案第１７号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正については、支給対象の拡大に伴い、所要の改正を行うものであります。  議案第１８号 紀の川市国民健康保険直営鞆渕診療所の使用料及び手数料に関する条例の一部改正について、議案第１９号 紀の川市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部改正についての２議案は、消費税率の改正等に伴い、所要の改正を行うものであります。  議案第２０号 紀の川市障害程度区分審査会の委員の定数を定める条例の一部改正について、議案第２１号 紀の川市障害者地域生活支援事業に関する条例の一部改正についての２議案は、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律が公布され、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の一部が施行及び改正されることに伴い、条例の一部を改正するものであります。  議案第２２号 紀の川市桃山産業振興館条例の一部改正については、指定管理者の指定の期間の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 
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 議案第２３号 紀の川市道路占用料徴収条例の一部改正については、道路法施行令の一部改正する政令が、平成２６年４月１日に施行されること及び消費税率の改正等に伴い、条例の一部を改正するものであります。  議案第２４号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北河南水道事業給水条例の一部改正する条例の制定については、紀の川市河南水道事業に給水区域を拡張し、高野、竹房字五百谷、桃山町野田原、桃山町脇谷及び桃山町調月の一部を給水区域に包含するためのものであります。  議案第２５号 紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定については、高野・五百谷簡易水道事業及び野田原・脇谷簡易水道事業を廃止し、紀の川市河南水道事業に統合することに伴い、所要の改正を行うものであります。  議案第２６号 紀の川市社会教育委員の設置に関する条例の一部改正については、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため、関係法律の整備に関する法律が公布され、社会教育法の一部改正が平成２６年４月１日に施行されることに伴い、条例の一部を改正するものであります。  議案第２７号 紀の川市地域づくり基金条例の廃止について、議案第２８号 紀の川市庁舎建設基金条例の廃止についての２議案は、それぞれの事業の終了により廃止するものであります。  議案第２９号 平成２５年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）についてから、議案第３７号 平成２５年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）についてまでの９議案については、事業執行における過不足額の調整による補正であります。  議案第３８号 平成２６年度紀の川市一般会計予算についてから、議案第６１号 平成２６年度紀の川市工業用水道事業会計予算についてまでの２４議案については、平成２６年度の各会計当初予算であり、資料として、「平成２６年度当初予算の概要 主要事業編、財政資料編」を添付いたしておりますので、詳細説明は省かせていただきますことを御了承賜りたいと存じます。  議案第６２号と議案第６３号の指定管理者の指定についての２議案は、紀の川市農村交流施設及び紀の川市桃山産業振興館の指定管理者の指定について、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。  議案第６４号 字の区域の変更については、土地改良事業の施工に伴い、字の区域を変更するものであります。  議案第６５号と議案第６６号の財産の取得についての２議案は、河南学校給食センターの運営に伴い、給食配送車及び給食備品の購入契約の締結について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。  議案第６７号 辺地に係る公的施設の総合整備計画の変更については、平成２５年第１
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回紀の川市議会定例会で議決を経ました紀の川市中鞆渕辺地総合整備計画について、事業の追加により総合整備計画を変更するため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。  以上、議案の概要説明を申し上げましたが、引き続き、各担当部長から詳細説明をさせますので、十分御審議の上、御同意、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） 続いて、補足説明を求めます。  総務部長 竹中俊和君。 ○総務部長（竹中俊和君）（登壇） おはようございます。  議案第１号 副市長の選任について、補足をさせていただきます。  １ページお願いいたします。  下記の者を紀の川市副市長に選任したいから、議会の同意を求めるものでございます。  住所、紀の川市貴志川町丸栖３８５番地、氏名、田村 武、昭和２１年１０月２３日生まれ。  １０１ページに略歴書を添付しておりますので、御参照ください。  以上です。 ○議長（高田英亮君） 農林商工部長 歌 英樹君。 ○農林商工部長（歌 英樹君）（登壇） おはようございます。  それでは、私のほうから、議案第２号から議案第１１号までの２財産区のそれぞれの管理委員の選任につきまして、一括して御説明申し上げます。  議案書、２ページをお願いします。  議案第２号から議案書７ページの議案第７号までの飯盛財産区管理委員の選任についての６議案につきまして、６名の方の住所、氏名、生年月日を申し上げます。  まず、議案第２号につきましては、住所、紀の川市穴伏３５番地１、氏名、大﨑明彦、昭和３０年９月２日生まれ。  次の３ページお願いします。  議案第３号につきましては、住所、紀の川市北涌３８６番地、氏名、岡 豊章、昭和５０年２月２４日生まれ。  次の議案第４号につきましては、住所、紀の川市横谷１７４番地、氏名、黒田 誠、昭和２４年６月１１日生まれ。  次の議案第５号につきましては、住所、紀の川市赤沼田４４６番地、氏名、西垣信孝、昭和３７年２月１６日生まれ。  次の議案第６号につきましては、住所、紀の川市名手西野２９０番地、氏名、道浦圭司ﾐﾁｳﾗｹｲｼﾞ、昭和２２年８月２３日生まれ。  次の議案第７号につきましては、住所、紀の川市名手市場１２３３番４、氏名、山本 勉、昭和２２年７月３日生まれ。 
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 以上、６議案について、議会の同意を求めるものでございます。  なお、任期につきましては、平成２６年４月１日から平成３０年３月３１日までの４年間となってございます。また、６名の方々の主な職歴等につきましては、議案書の１０２ページ及び１０３ページに記載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  引き続き、議案書８ページの議案第８号から、議案書１１ページの議案第１１号までの静川財産区管理委員の選任について、４名の方の住所、氏名、生年月日を申し上げます。  まず、議案書８ページお願いします。  議案第８号につきましては、住所、紀の川市平野１９８６番地、氏名、井戸本安弘、昭和１５年３月１０日生まれ。  次に、議案第１０号につきましては、住所、紀の川市平野９８５番地、氏名、中谷典史、昭和３７年１１月９日生まれ。  次に、議案第１０号につきましては、住所、紀の川市平野１０３番地、氏名、西幡友孝、昭和３０年８月１８日生まれ。  次に、議案第１１号につきましては、住所、紀の川市名手上１０２４番地、氏名、森本夫、昭和２２年７月２日生まれ。  以上、４議案について、議会の同意を求めるものでございます。  なお、任期につきましては、平成２６年４月１日から平成３０年３月３１日までの４年間となってございます。また、４名の方々の主な職歴等につきましては、議案書の１０４ページに記載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  以上、１０議案について、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 水道部長 上 始君。 ○水道部長（上  始君）（登壇） おはようございます。  議案第１２号について、御説明申し上げます。  議案書の１２ページをごらんください。  議案第１２号 工事請負契約の一部変更について。  平成２５年第３回紀の川市議会定例会において議決を得た麻生津簡易水道区域拡張工事請負契約の一部を下記のとおり変更するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または職務に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。  変更後の契約金額は、３億９，８７０万６，１２０円でございます。なお、変更前の金額より７，４８８万６，１２０円の増額となってございます。  提案理由でございますが、平成２５年第３回紀の川市議会定例会で議決を得ました工事請負契約について、事業の早期完成に向け、配管工事を延長することにより契約金額を変更するためでございます。麻生津簡易水道区域拡張事業は、鞆渕・細野地区に水道を設置するため、今年度より４カ年計画で工事を実施し、平成２８年度に完成の予定でございます。配管工事の延長は、来年度以降に計画をしていました鞆渕地内の配管工事を１，５９３メーター前倒しするものでございます。 
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 なお、１０５ページに資料といたしまして、工事の位置図を添付していますので、御高覧いただきたいと思います。  以上で、説明を終わらせていただきます。御審議、よろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 農林商工部長 歌 英樹君。 ○農林商工部長（歌 英樹君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第１３号 紀の川市農村交流施設条例の制定について、御説明申し上げます。  議案書、１３ページをお願いします。  紀の川市農村交流施設条例を別紙のとおり制定するものでございます。  提案理由としましては、施設管理の見直しに伴い、必要な事項を定めるためでございます。  次のページをお願いします。  紀の川市農村交流施設条例でございます。条例設置の施設につきましては、平成７年に旧那賀町において建築された施設であります。地域の農産物直売施設であり、また都市住民との交流を兼ねた施設として現在利用してございます。引き続き、紀の川市農村交流施設として指定管理者制度を導入し、農業の振興及び市民と都市住民との交流等の拠点施設とするために条例を制定するものでございます。  第１条では、設置について、第２条では、施設の名称及び位置を明記、第３条では、施設の管理を行わせる旨を、第４条では、指定管理者が行う業務を、第５条では、指定管理者の指定の期間を、第６条から第１０条までは、施設の管理運営に関することを定めてございます。  なお、附則で、施行期日を平成２６年４月１日とし、指定管理者の指定の期日の特例として、第５条の規定の「３年」とあるのを平成２６年度は「２年」とするものです。  以上でございます。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 ○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続きまして、議案書１６ページをお願いします。  議案第１４号から議案第１６号まで、続けて補足説明をさせていただきます。  議案第１４号は、前納報奨金制度の廃止に伴い、税条例の一部改正するものでございます。  前納報奨金制度については、戦後税収の早期確保、納税意識の向上などを目的として創設されたものですが、金融機関やコンビニでの納税や口座振替が普及・浸透し、報奨金制度の目的も達成しております。本市では、平成２３年度に個人住民税の前納報奨金を廃止し、固定資産税のみ対象としておりましたが、以上の理由により、平成２７年度から廃止をするものでございます。  改正内容は、固定資産税の納期前の納付について規定をしている第７０条第２項の全文を削除するものであります。  附属資料として、１０６ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照ください。 
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 次のページお願いいたします。  議案第１５号 紀の川市手数料条例の一部改正についてでございます。  １９ページから２７ページの改正本文につきましては、改正内容が３点ございます。  まず一つは、消費税率が５％から８％に改正することに伴い、課税対象となるコピー代及び粗大ごみ回収処理手数料の額について、消費税に係る文言を追加しております。手数料の額は、現行と変わりません。  二つ目は、条例から実績のない手数料を削除しております。  三つ目に、時代に則した手数料ということで、「フロッピー」等の文言を見直しをし、コピーの区分の見直しも行っております。  手数料条例の改正については、以上でございます。  １０７ページから１２５ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照をいただきたいと思います。  続きまして、２８ページお開き願います。  議案第１６号 紀の川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてでございます。  ２９ページの改正本文では、法で規定する障害者支援施設の引用条項を改めております。  附属資料として、１２６ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照ください。  以上でございます。 ○議長（高田英亮君） 市民部長 北林佳髙君。 ○市民部長（北林佳髙君）（登壇） おはようございます。  それでは、私のほうから、議案第１７号から議案第１９号までの３議案について、御説明いたします。  まず、議案第１７号 紀の川市子ども医療の支給に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書３１ページをお願いいたします。  紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例でございます。  内容といたしましては、現行、通院及び入院に係る医療費助成制度について、小学校卒業時までの子どもを支給対象年齢としていたものを入院に係る者については中学校卒業時までの子どもに支給対象年齢を拡大いたしたく、所要の改正を行うものでございます。  改正本文の第２条第１項の改正規定につきましては、子どもの定義を１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者に改め、第４条第１項は、支給額について、満１２歳に達する日以後の最初の３月３１日の翌日から満１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までにある者にあっては、入院に限る旨の規定を追加するものでございます。  附則といたしまして、施行期日は、平成２６年４月１日から施行するものでございます。  第２項につきましては、支給する医療費に係る経過措置の規定でございます。  続きまして、３３ページをお願いいたします。  議案第１８号 紀の川市国民健康保険直営診療所の使用料及び手数料に関する条例の一
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部改正について、御説明申し上げます。  紀の川市国民健康保険直営診療所の使用料及び手数料に関する条例の一部を改正する条例でございます。  ３行目の第２条の改正につきましては、使用料及び手数料の額について、「別表に定めるもののほか」とあるのを、「別表に定める額（消費税及び地方消費税を含む）のほか」に改めまして、別表に定める金額につきまして、普通診断書、健康診断書、死体検案書、死亡診断書については、現行１通「２，０００円」を１通「２，０５０円」に、各種証明書１通「５００円」を１通「５１０円」に改めるものでございます。  附則といたしまして、この条例は、平成２６年４月１日から施行するものでございます。  ３５ページをお願いいたします。  続きまして、議案第１９号 紀の川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。  改正する条例でございます。３行目からの改正本文でございますが、第１５条第１項から第３号に規定する一般廃棄物の処理手数料について、別表第１から別表３に定める額については、消費税及び地方消費税を含む旨の規定に改正するとともに、別表第１中、前段につきましては字句の改正を、後段につきましては高分子系ごみの手数料のうち事業系ごみ、現行１０キログラム当たり「４００円」を「４１０円」に改め、別表第２のし尿及び浄化槽汚泥の収集手数料を現行「１，５００円」を「１，５４０円」に改めるものでございます。  ３６ページをお願いいたします。  附則といたしまして、この条例は、平成２６年４月１日から施行するものでございます。  なお、議案第１７号から議案第１９号までの３議案の新旧対照表を議案書１２７ページから１３１ページに資料として添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  以上でございます。よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 ○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第２０号及び議案第２１号について、御説明申し上げます。  まず、議案第２０号 紀の川市障害程度区分審査会の委員の定数を定める条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書３８ページをお願いいたします。  改正内容でありますが、題名及び第１条の見出し並びに条文中の「障害程度区分」を「障害支援区分」に改めるものでございます。  附則第１項で、施行期日を平成２６年４月１日とし、またこの改正に伴いまして、関係条例の整備として、附則第２項で、紀の川市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部の改正をお願いしてございます。 
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 続いて、議案第２１号 紀の川市障害者地域生活支援事業に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書４０ページをお願いします。  改正内容は、本則第２条障害者地域生活支援事業の項目で、第１号、第２号、第４号、第７号を新たに追加し、並びに改正前、「第２号 コミュニケーション支援事業」の名称を、改正後、「第５号 意思疎通支援事業」に改め、条文の整備を行い、この改正条文により、第３条、第４条の整備をお願いするものでございます。また、別表１から３については、条規法規の規定による運用でありますので、規則に委任し、削除するものでございます。 また、附則第１項で施行期日を、第２項で経過措置を規定しております。  なお、各議案の新旧対照表は、議案書１３２ページから１４３ページに添付していますので、ごらんいただきたいと思います。  以上で、議案第２０号及び議案第２１号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 農林商工部長 歌 英樹君。 ○農林商工部長（歌 英樹君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第２２号 紀の川市桃山産業振興館条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書４２ページをお願いします。  紀の川市桃山産業振興館条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。  提案理由としましては、指定管理者の指定の期間の見直しに伴い、所要の改正を行うためのものでございます。  次のページをお願いします。  紀の川市桃山産業振興館条例の一部を改正する条例でございます。  まず、今回の指定の期間の見直し理由についてでございますけれども、現在指定管理者制度を導入し、指定期間の終了年月日を平成２８年３月３１日とする施設が４施設ございます。桃山産業振興館の期間を２年とし、終了年月日を統一し、指定管理施設の管理運営の統一化を図るためで、議案第６３号の指定管理者の指定について適用するものでございます。  条文の改正内容でございますけれども、第１条では、指定管理者の指定の期間を定めた第５条の本文中の「３年」を「２年」に改め、第２条では、同５条の本文中の「２年」を「３年」に改めるもので、施行期日を附則で指定し、平成２８年４月以降は３年とするものです。  なお、議案資料としまして、議案書の１４４ページ及び１４５ページに条例新旧対照表を添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  以上でございます。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 建設部長 尾崎好民君。 
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○建設部長（尾崎好民君）（登壇） 建設部から、議案第２３号 紀の川市道路占用料徴収条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書４４ページをごらん願います。  今回お願いいたします条例の改正内容につきましては、４５ページ以降の紀の川市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例に記載のとおり、消費税法の改正により消費税率変更されることに伴い、条例第２条第２項に規定する１．０５を乗じて得た額を消費税及び地方消費税に相当する額を加算した額に改めること。  また、道路法施行令の改正に伴い、道路法第３５条に規定する国の行う道路の占用の特例が削除されることから、条例第３条第１項を削り、第２号、第３号をそれぞれ第１号、第２号に繰り上げること。  さらに、条例第２条第１項に規定する別表の改定につきまして、占用料の額を民間における地価水準等を反映したものとするため、固定資産税評価額の評価替え及び地価に対する賃料水準の変更等を踏まえ、所在地区の現行の３区分から新たに五つの区分に設定変更されることにより、占用物件ごとにそれぞれ記載の金額に改めるとともに、備考の語句の訂正をお願いするものでございます。  なお、附則で、平成２６年４月１日から施行するものでございます。  資料といたしまして、新旧対照表を１４６ページから１５０ページに添付してございますので、御参照ください。  以上、御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 水道部長 上 始君。 ○水道部長（上  始君）（登壇） それでは、議案第２４号及び議案第２５号について、御説明申し上げます。  議案書の４８ページをごらんください。  議案第２４号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北河南水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について。  紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北河南水道事業給水条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものでございます。  提案理由といたしまして、紀の川市河南水道事業の給水区域を拡張し、高野、竹房字五百谷、桃山町野田原、桃山町脇谷及び桃山町調月の一部を給水区域に包含するため、所要の改正を行うものでございます。  ４９ページをごらんください。  第１章は、紀の川市水道事業の設置等に関する条例の一部改正。  第２条は、紀の川市河北河南水道事業給水条例の一部改正で、いずれも給水区域に桃山町野田原、桃山町脇谷、桃山町調月の一部、高野、竹房字五百谷を追加するものでございます。  附則といたしまして、この条例は、平成２６年４月１日より施行するものでございます。 
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 なお、１５１ページに資料といたしまして、条例の新旧対照表を添付してございますので、御高覧いただきたいと思います。  続きまして、５０ページをごらんください。  議案第２５号 紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について。  紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものでございます。  提案理由といたしまして、先ほどの議案第２４号と関連しますが、高野・五百谷簡易水道事業及び野田原・脇谷簡易水道事業を廃止し、紀の川市河南水道事業に統合することに伴い、所要の改正を行うものでございます。  ５１ページをごらんください。  第１章は、紀の川市簡易水道設置条例の一部改正。  第２条は、紀の川市簡易水道事業給水条例の一部改正で、いずれも高野・五百谷簡易水道事業及び野田原・脇谷簡易水道事業を削除するものでございます。  第１５条の４項及び５項は、それぞれの簡易水道事業の廃止に伴い、削除するものでございます。  附則といたしまして、この条例は、平成２６年４月１日より施行するものでございます。  なお、１５３ページに資料といたしまして、条例の新旧対照表を添付してございますので、御高覧いただきたいと思います。  以上で、説明を終わらせていただきます。御審議、よろしくお願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） 教育部長 西田好宏君。 ○教育部長（西田好宏君）（登壇） おはようございます。  議案第２６号 紀の川市社会教育委員の設置に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。  議案書５２ページです。  紀の川市社会教育委員の設置に関する条例の一部を別紙のとおり改正するため、議会の議決を求めるものでございます。  提案理由につきましては、社会教育法の改正に伴い、社会教育委員の委嘱の基準を新たに条例で定めるためでございます。  次のページをごらんください。  一部改正本文については、第３条に、新たに委嘱の基準を加えた改正となってございます。  なお、１５６ページに議案資料を添付しておりますので、ごらんおきください。  よろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 ○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続きまして、議案第２７号から議案第２９号につい
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て、補足をさせていただきます。  議案第２７号は、紀の川市地域づくり基金条例の廃止についてでございます。  この基金は、合併時に県から合併後のコミュニティの活性化に資する事業の財源として、平成１７年度に２億５，０００万円、平成１８年度に２億５，０００万円、合わせて５億円交付されたものを基金に積み立て、活用してまいりましたが、事業が終了し基金の目的を全うしましたので、４月１日をもって廃止するものでございます。  次の議案第２８号 紀の川市庁舎建設基金条例の廃止につきましては、新庁舎建設の計画的な整備を促進するため、平成２０年度に１０億円、平成２１年度に１０億円、合わせて２０億円を積み立て、庁舎建設の財源として活用いたしました庁舎建設事業は終了しましたので、４月１日をもちまして本基金の廃止をするものでございます。  次のページお願いいたします。  議案第２９号 平成２５年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）について、地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。  別冊の予算書、平成２５年度紀の川市一般会計補正予算第４号の１ページをお開き願います。  平成２５年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。  第１条第１項で、今回の補正額５億８，２４３万３，０００円を追加し、補正後の予算の総額が３３９億６，７０２万４，０００円とする旨規定をし、第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものとし、第２条で、繰越明許費、第３条で、地方債の補正について規定をしております。  ２ページをお願いいたします。  第１表、歳入では、分担金及び負担金、使用料及び手数料、国庫支出金、県支出金、財産収入、繰入金、諸収入、市債の増減をしております。  続きまして、４ページから６ページにわたりまして、議会費から公債費まで決算状況を見込みまして、事業執行における過不足の調整を中心に、また事業執行上、急を要する事業について補正措置をしております。  続きまして、７ページお願いいたします。  第２表、繰越明許費ですが、３款、民生費から１０款、教育費まで１２事業ございます。本年度中の執行が見込めないということで、翌年度に繰り越しをして執行いたします。  次のページお願いします。  第３表、地方債補正でございますが、今回の補正による各事業の地方債の限度額を変更しております。  続いて、１４ページお願いします。  歳入の補正のうち、主なもののみ御説明申し上げます。  １５ページ、１４款、国庫支出金、２項、国庫補助金、４目、土木費国庫補助金、１節、
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道路橋梁費補助金１億３，８１３万７，０００円の増額です。市道改良事業に伴い、社会資本整備総合交付金の決定を得た事業を補正しております。次の２節、都市計画費補助金７，１２８万５，０００円の減額は、打田総合スポーツ公園建設費の交付額が減少したためでございます。なお、平成２６年度の国庫補助対象にするため、一たん歳出分合わせて減額をしております。  ５目の教育費国庫補助金、２節、中学校費補助金３，７９７万６，０００円については、粉河中学校改築、那賀中学校格技場新築工事に係る国庫補助金が上乗せして交付することが決定されております。次の５節、保健体育費補助金も同じく、学校給食センター建設整備事業への国庫補助金が上乗せして交付することが決定されましたので、１億１，１８３万５，０００円の増額をしております。この上乗せを受けまして、地方債は減額をしております。  ３項、委託金、４目、消防費委託金４１８万６，０００円、台風１８号等に伴う樋門等操作業務委託金の総額です。  １７ページお願いいたします。  １５款、県支出金の２項、県補助金、５目、農林業費県補助金、１節、農業費補助金のうち新規就農総合支援事業補助金３，４７５万円の減額、これは給付対象者の実績見込みが下回ったためでございます。  続いて、１９ページお願いします。  １８款、繰入金、２項、基金繰入金、１目、基金繰入金、１節、財政調整基金繰入金は、５億２，１３３万２，０００円の減額です。次の３節、地域振興基金繰入金２，２００万円の増額、今回若者定住促進奨励事業の増額補正の財源として繰り入れをしております。５節、地域づくり基金繰入金と次の６節、庁舎建設基金繰入金は、繰入金が確定しましたので減額をし、なお平成２６年度から廃止をする予定であります。  ２０款、諸収入、５項、雑入、１目、雑入の中のリサイクル資源品売却料１，２００万円の減額につきましては、売却単価の落ち込みと資源ごみ持ち去りによる減収を見込んでの減額でございます。また、紀の海広域施設組合周辺対策事業負担金４８０万円の増額は、調月三和線道路新設改良事業の前倒しに伴う負担金であります。  ２１款、市債、１項、市債、３目、衛生債、２節、清掃債１１億７０万円は、建設事業を本年度の国の緊急経済対策の補助対象にするため、今回歳出で補正をして、全額平成２６年度に繰り越しをいたします。  次のページお願いします。  ５目、土木債、１節、道路橋梁債と２節都市計画債、７目、教育債のうち、３節、保健体育債は、国庫補助金の決定によりましてそれぞれ増減をしております。  歳入については、以上であります。  続きまして、歳出の主なものについて御説明をさせていただきますので、２１ページのほうをお開き願います。 
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 人件費については、平成２６年１月支給分までの実績に基づき補正をしておりますので、説明は省略をさせていただきます。  まず、２款、総務費、１項、総務管理費、６目、財産管理費、１１節２，２００万円の減額につきましては、新庁舎の電気料金が当初見込み額を下回ったため減額をしております。  ７目、企画費、１９節、若者定住促進奨励金２，２００万円の増額、３年の期間を設け実施してきた本事業が最終年度であること、消費税率改定前の住宅取得が重なり、本年度の見込み額を予算措置しております。  続きまして、２６ページお願いいたします。  ４項、選挙費、３目、市長選挙及び市議会議員一般選挙費３，２８４万９，０００円の減額です。市長選挙は無投票、また市議会議員選挙の立候補者数の見込み減による執行経費の減額であります。  続いて、２８ページお願いします。  ３款、民生費、１項、社会福祉費、４目の障害者総合支援費１６７万４，０００円の増額、これは本年４月から施行される障害者総合支援法改正に対応する障害者福祉システムの改修費用でございます。  続いて、次のページをお願いいたします。  ５目の老人福祉費、この中で、１９節、生活支援ハウススプリンクラー設置補助金として３４８万８，０００円を増額しています。この事業は、国の補正予算による地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金を活用し、社会福祉法人高陽会が運営する生活支援ハウス十人の家へのスプリンクラー設置に対する補助金でございます。  次のページの１２目、国民健康保険費では１，０７３万６，０００円の増額、国民健康保険事業勘定会計への保険基盤安定制度分の繰出金と直営診療施設勘定会計への医薬材料費不足分などでございます。  次の１３目、介護保険費、１３節１５７万５，０００円、消費税引き上げに伴う介護報酬改定に対応するための介護保険システム改修費用であります。次の１９節１，０００万円につきましては、医療法人稲穂会が運営する定期巡回随時対応型訪問介護事業所のオペレーションシステム導入に対する補助金でございます。  １５目、臨時福祉給付金給付事業費２４１万６，０００円、平成２６年度交付予定の臨時給付金の広報・啓発費用を予算措置をしております。  続いて、３１ページのほうをお願いします。  ２項、児童福祉費、６目の児童福祉施設費のうち１１節１６万円、鞆渕保育所給食開始に伴う食器等の購入経費、１８節６０万円は、こばと保育所で３歳児以上の児童の増加及び鞆渕保育所給食開始に伴う備品購入費でございます。  次の３項、生活保護費、３目援助費６５６万６，０００円の減額、中国在留邦人の方の支援給付金と給付に係るシステム開発費を当初で見込んでおりましたが、対象要件に満た
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なかったため不用となり、減額をしております。  次のページお願いします。  ４款、衛生費、１項、保健衛生費、２目の予防費１，５９７万３，０００円の減額については、子宮頸がん・はしか・風疹ワクチン接種者の減によるものであります。  それから、４目、保健福祉センター費７７７万円の減額は、桃山保健福祉センター改修工事の入札差額によるものであります。  ７目、水道事業費のうち、２４節１，２４８万８，０００円は、２８節の繰出金に計上した経費を減額して、この出資金のほうに組み替えをしています。  次のページの２項、清掃費、１目、清掃総務費のうち、１９節、紀の海広域施設組合負担金１１億１，６９１万４，０００円、ごみ処理施設建設事業を本年度の国の緊急経済対策の補助対象にするため今回補正をし、全額平成２６年度に繰り越しをするものであります。  それから、続いて２目、塵芥処理費１，１０５万１，０００円の増額、焼却施設臨時職員の賃金・燃料代の増額、ごみ袋販売数の増加により委託料の増額をしております。  次のページお願いします。  ６款、農林業費、１項、農業費、５目の農業経営基盤強化促進対策事業費３，５９５万円の減額、給付対象者の実績見込みが下回り、減額をしております。  次の１０目、農業施設整備事業費、１９節につきましては、事業費が確定しましたので、それぞれ増減をしております。  次の２項、林業費、２目、林業振興費、１３節のうち、紀の国森づくり基金活用事業委託料８００万円の減額、県の要綱が改正されまして、予定していた林道整備等が実施できないために減額をしております。  ３７ページお願いします。  ８款、土木費、２項、道路橋梁費、２目の道路橋梁費維持費１，０００万円の増額です。国の補正予算による社会資本整備総合交付金を活用し、橋梁・道路標識及び照明施設の点検業務を行う事業として予算措置をしております。  次の３目、道路橋梁新設改良費のうち、社会資本整備道路改良事業が８，１００万円、あと紀の海広域施設組合周辺対策事業として１億９，３６１万４，０００円、市道調月三和線の新設事業でございます。  次のページの４項、都市計画費、４目、京奈和自動車道整備事業費１７０万２，０００円については、京奈和自動車道開通式典及び開通イベントに係る経費の予算措置でございます。  ３９ページお願いします。  ５目、都市公園整備事業費１億５，４２８万５，０００円の減額です。国庫補助金の負担割合が下がりましたので、本年度予算を減額して、平成２６年度の国庫補助対象とするため、平成２６年度当初予算に計上をしております。 
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 次のページお願いします。  ９款の消防費、１項、消防費、５目、水防費、１３節委託料のうち、樋門等操作業務委託料４５７万１，０００円は、国の基準単価改正及び台風１８号等による出動回数の増による増額でございます。  次の４１ページお願いいたします。  １０款、教育費、２項、小学校費、３目の学校建設費、１３節２，４４９万円の減額です。これは、竜門小学校校舎等改築工事の設計委託料の確定によるものであります。  次の４２ページの６項、保健体育費、３目、体育施設管理費、１５節の２，３５０万円の減額も、粉河プール解体工事の工事費確定による減額です。  ４３ページお願いします。  ５目の学校給食費、１５節７，９３８万円の減額ですが、学校給食センター建設整備事業の入札差額による減額であります。  続いて、１２款の公債費、１項、公債費、１目、元金１億９，８０９万８，０００円の減額、２目、利子２，０７９万円の減額、平成２４年度借入債の償還期間を当初１０年の予定として予算計上しておりましたが、２０年償還に変更しましたので、元利償還金を減額してございます。  以上、歳出の主な内容です。  御審議、お願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩いたします。 （休憩 午前１０時４２分） ――――――――――――――― （再開 午前１０時５５分） ○議長（高田英亮君） 再開します。  休憩前に引き続き、提案理由の説明を続けます。  建設部長 尾崎好民君。 ○建設部長（尾崎好民君）（登壇） 建設部から、議案第３０号 平成２５年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  １ページをお開きください。  平成２５年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。  第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３９２万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額それぞれ３，９８１万３，０００円とするものであります。  次に、２ページをお開きください。  歳入につきまして、１款、県支出金、１項、県補助金において、償還推進助成事業費補助金の確定による３９２万８，０００円の増額の計上であります。  次に、３ページをお開きください。 
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 歳出につきまして、１款、土木費、１項、住宅費において、県補助金として歳入した額を一般会計へ繰り出すものでございます。  以上で、御審議のほどよろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 市民部長 北林佳髙君。 ○市民部長（北林佳髙君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第３１号から議案第３３号までの３議案について、御説明申し上げます。  まず、議案第３１号 平成２５年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  別冊の補正予算書１ページをお願いいたします。  第１条、第１項、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億９０６万１，０００円を減額し、歳入歳出それぞれ８３億４，５４６万７，０００円と定めるものでございます。  第２項、補正後の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。  今回の補正の主なものにつきましては、歳出では、高額な医療費に対応するための高額医療費拠出金、保険財政共同安定化事業拠出金の額が決定したことに伴う減額措置。歳入では、国・県支払基金からの高額医療費拠出金、保険財政共同安定化事業拠出金に係る交付金の額の決定に伴う措置及び財源調整として措置しておりました国民健康保険事業運営基金からの繰り入れ額７，１９８万７，０００円を減額するものでございます。  続きまして、議案第３２号 平成２５年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  別冊の補正予算書１ページをお願いいたします。  第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１３万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，４９６万８，０００円とするものでございます。  第２項、補正後の款項の区分ごとの金額並びに歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。  ４ページをお願いいたします。  地方債補正でございます。施設整備事業として、上部消化管内視鏡装置について購入額が決定したことに伴い、借入限度額を３４０万円から３００万円に変更するものでございます。  今回の補正の主なものにつきましては、鞆渕診療所における医療診療に係る医薬材料費に不足が見込まれることから、増額補正を。先ほど申しました内視鏡装置について購入額が決定したことに伴う減額補正をお願いするものでございます。  続きまして、議案第３３号 平成２５年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  別冊の補正予算書１ページをお願いいたします。 



平成２６年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２６年２月２１日  

－24－ 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，１１１万５，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１４億６，６５５万９，０００円とするものでございます。  第２項、補正後の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。  ２ページ、３ページをお願いいたします。  今回の補正につきましては、後期高齢者医療保険料の現年度分について増額見込みとなることから、後期高齢者医療広域連合への納付金の総額措置、また平成２４年度における広域連合への事務費及び療養費負担金の納付金が確定したことによる返還がありましたので、一般会計に繰り出し措置を行うものでございます。  以上で、議案第３１号から議案第３３号までの３特別会計補正予算議案についての説明を終わります。以上、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 ○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第３４号 平成２５年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）について、御説明申し上げます。  別冊の補正予算書１ページをお願いいたします。  平成２５年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。  今回の補正は、第１条のとおり、歳入歳出の総額にそれぞれ２，７６１万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億４，１４６万４，０００円とするものでございます。  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額につきましては、２ページ以降の「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。  補正の主な内容は、事務事業の精算による減額補正とあわせ、介護サービス給付費の給付実績の伸びにより増額補正をお願いするものでございます。  財源については、介護給付費及び地域支援事業費の国・県負担金、補助金の交付決定額に伴う増額分を財源充当し、留保分につきましては準備基金の繰り入れにより繰り入れ分で相殺する予算措置をお願いするものでございます。  以上で、議案第３４号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 建設部長 尾崎好民君。 ○建設部長（尾崎好民君）（登壇） 建設部から、議案第３５号 平成２５年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  補正予算書の１ページをごらん願います。  第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億４，４０９万７，０００円を減額し、歳入歳出それぞれ１５億１９８万５，０００円とするものでございます。  第２条としまして、翌年度に繰り越しして使用することができる経費は、４ページの
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「第２表 繰越明許費」のとおりでございます。  第３条の地方債の変更は、５ページの「第３表 地方債補正」のとおりでございます。  補正内容につきましては、８ページ以降にございますように、歳入でございますが、１款の分担金及び負担金及び２款の使用料及び手数料につきましては、決算見込みの増減額でございます。  ３款の国庫支出金につきましても、事業費確定による減額でございます。  ８款の諸収入につきましても、消費税及び地方消費税の還付額の確定による減額でございます。  ９款、市債につきましては、事業費の確定に伴う借り入れの減額でございます。  歳出でございますが、１１ページの１款、１項、総務管理費につきましては、加入者見込みの修正に伴い、配水設備工事補助金を増額しております。  また、２款、１項、公共下水道事業につきましては、事業費確定に伴う減額で、水道補償費につきましても、下水工事の支障となる水道管の移設費用の確定により減額を行ってございます。  また、流域下水道事業費では、水質検査費用の減額並びに紀の川中流流域下水道那賀処理区事業建設負担金において、事業費の確定により紀の川市の負担額が確定したことにより減額となっております。  以上、御審議、よろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 水道部長 上 始君。 ○水道部長（上  始君）（登壇） それでは、議案第３６号及び議案第３７号について、御説明申し上げます。  別冊の簡易水道事業特別会計補正予算の１ページをごらんください。  議案第３６号 平成２５年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について。  第１条として、予算総額から歳入歳出それぞれ１，０００円を減額し、歳入歳出それぞれ６億４，７５７万７，０００円に補正をお願いするものでございます。  補正後の歳入歳出の予算の金額は、２ページの「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでございます。  第２条は、翌年度に繰り越しして使用することができる経費を定めてございます。  ４ページの第２表、繰越明許費をごらんください。  繰り越しする事業名は、鞆渕・細野地区に給水を行うための水道未普及地域解消事業でございます。繰り越し金額は１億８７０万７，０００円でございます。  ５ページの補正予算事項別明細書をごらんください。  補正の内容につきましては、歳入の５款、繰入金は事業費の確定見込みに伴う増額補正でございます。  ７款、諸収入は、受託工事の確定による減額補正でございます。 
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 歳出につきましては、６ページをごらんください。  ３款、予備費を１，０００円減額補正をお願いするものでございます。  続きまして、議案第３７号について御説明申し上げます。  別冊の水道事業会計補正予算（第２号）の１ページをごらんください。  議案第３７号 平成２５年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。  第２条の収益的収入及び支出につきましては、収益的収入では９，６１０万８，０００円を減額し、収入総額は１２億５，３８７万７，０００円に補正。収益的支出では９，８９８万４，０００円を減額し、支出総額は１２億１，１４７万３，０００円に補正をお願いするものでございます。  第３条の資本的収入及び支出につきましては、資本的収入では３，０９０万円を減額し、収入総額は７億１，２１９万２，０００円に。資本的支出では２，４３２万９，０００円を減額し、支出総額は１１億８，７７５万７，０００円に補正をお願いするとともに、資本的収入が資本的支出に対し不足する額についての補填額も調整してございます。  ２ページをごらんください。  第４条の企業債につきましては、事業費の確定に伴い、借入限度額を３，０９０万円減額し、６億９，９７０万円とするものでございます。  ３ページをごらんください。  補正の内容につきましては、収益的収入では、受託工事費の確定に伴い、１款、受託工事収益を減額補正し、４ページの収益的支出は、１款、受託工事費の確定により減額補正をお願いすもるのでございます。  ５ページをごらんください。  資本的収入では、建設改良費における事業費の確定に伴い、１款、企業債を減額補正し、また４項、他会計繰入金は、５項、出資金に計上替えでございます。  ６ページの資本的支出では、工事費の確定により、１項、建設改良費の減額をお願いするものでございます。  御審議、よろしくお願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 ○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 議案第３８号 平成２６年度紀の川市一般会計予算について、地方自治法の規定によりまして、平成２６年度紀の川市一般会計予算について議決を求めるものでございます。  別冊の平成２６年度予算書の１ページをお願いいたします。  平成２６年度紀の川市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。  第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３２０億８，０００万円と定める。  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
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 第２条は、債務負担行為に係る規定。  第３条は、地方債に係る規定。  第４条で、一時借入金の最高額を９７億円と定め。  第５条で、歳出予算の流用について規定をしております。  ２ページお開き願います。  第１表、歳入歳出予算でございます。  ２ページから４ページにかけて、歳入では、１款、市税から２１款、市債まで、それぞれの款項にわたり３２０億８，０００万円の収入を見込んでおります。  まず、歳入では、市税６６億１７万４，０００円、対前年度比０．７％の伸び率。  １項、市民税のうち個人市民税につきましては、均等割が復興増税により平成２６年度から３５年度までの１０年間、５００円に引き上げられるなど、市民税で前年度比０．７％の増加を見込んでいます。  また、２項、固定資産税につきましては、依然として土地価格の下落が続いていますが、価格は消費税増税の影響もありまして新増築の増加があり、固定資産税全体としては前年度比０．３％の増額を見込んでいます。  ２款、地方譲与税２億４，０００万１，０００円は、前年度と同額を計上しています。  ３款、利子割交付金３，０００万円。  ４款、配当割交付金２，１８０万円。  ５款、株式等譲渡所得割交付金３９０万円は、平成２５年度の交付実績から推計して予算計上しています。  ６款、地方消費税交付金５億６，０００万円については、地方消費税率の改定に伴いまして、６，０００万円の増額を見込んでいます。  ７款、ゴルフ場利用税交付金４，２００万円。  ８款、自動車取得税交付金６，８００万円。  ９款、地方特例交付金３，１００万円についても、平成２５年度の交付実績から推計して予算措置をしております。  １０款、地方交付税１０７億６，０００万円、地方財政計画の伸び率はマイナスになっておりますが、公債費算入分の増により、対前年度比０．９％の増と見込んでおります。  １１款、交通安全対策特別交付金８００万円。  １２款、分担金及び負担金３億７，７３５万円。  １３款、使用料及び手数料２億３、７００万円については、平成２５年度の実績から推計をしております。  １４款、国庫支出金３７億２，８３１万１，０００円、臨時福祉給付金事業の創設などによる補助金の増額により、対前年度比８．５％の増を見込んでいます。  １５款、県支出金１７億９，３９９万９，０００円、観光トイレ整備事業や国体競技別リハーサル大会などの補助金の増額等により、対前年度比８．７％の増を見込んでいます。 
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 １６款、財産収入３，６５６万１，０００円、土地建物賃借料の増額等により対前年度比５．１％の増を見込んでいます。  １７款、寄附金は、前年度と同額の２万２，０００円を計上しています。  １８款、繰入金１８億５，６３８万２，０００円のうち、２項、基金繰入金は財政調整基金と三つの特定目的基金からの繰入金を計上しております。  １９款、繰越金５，０００万円、前年度繰越金として計上しています。  ２０款、諸収入１５億２５０万円、市税延滞金や土地開発公社経営支援資金貸付金等を計上しています。  ２１款、市債４１億３，３００万円、旧貴志川分庁舎整備事業債などを計上しております。  以上、歳入合計として、３２０億８，０００万円を計上させていただいております。  次に、歳出について御説明申し上げます。  ５ページをお願いいたします。  各費目全般にわたりましては、一般職の給与費について５３７人の職員の給与費と共済費、合わせまして３８億７，５８６万３，０００円、特別職、議員及びその他特別職の給与費につきましては２，３３２人、３億１，１７３万７，０００円を計上しております。  まず、１款、議会費からですが、２億４，１７１万３，０００円、対前年度比マイナス８．７％、うち議員報酬として９，９２４万円を計上しております。  ２款、総務費４９億４，０９４万１，０００円、対前年度比マイナス２．３％です。  １項、総務管理費の中では、新規事業である公共施設マネジメント計画策定事業２，０８０万円、旧貴志川分庁舎整備事業５億１，６００万円、防犯カメラ設置事業２００万円を計上するほか、広報公聴・地域巡回バス・路線バス・国民体育大会準備事業などに要する経費を計上。  ４項、選挙費には、和歌山県知事選挙及び和歌山県議会議員一般選挙に係る執行経費を計上しています。  ３款、民生費９０億５，３１８万２，０００円は、対前年度比６．０％の増です。  １項、社会福祉費については、障害者総合支援給付事業、老人福祉施設入所事業、高齢者自立支援事業、人権施策基本方針改定事業１５４万６，０００円などの人権啓発活動事業、地域包括支援センター運営事業、新規事業でございます臨時福祉給付金給付事業２億８５８万１，０００円などを計上。  ２項、児童福祉費には、新規事業である中学生入院医療費助成事業２０１万７，０００円のほか、放課後児童健全育成事業、従来の子ども医療費助成事業、新規事業である保育士等処遇改善臨時特例事業１，１９９万４，０００円を含む市立保育園運営事業、子育て世帯臨時特例給付金給付事業である７，０９０万８，０００円などを計上しております。  ３項、生活保護費には、生活保護扶助事業を計上しています。  ４款、衛生費２８億１，５３８万９，０００円、対前年度比マイナス２０．３％です。 
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 １項、保健衛生費には、公立那賀病院経営事務組合負担金などの医療体制整備事業、ピンクリボンキャンペーン事業、不妊治療助成事業、新規事業であるチャレンジ１００万歩事業などの健康づくり事業、がん検診事業、不法投棄防止事業、合併処理浄化槽設置整備補助事業などを計上。  ２項、清掃費には、ごみ収集事業、ごみ資源化事業、廃棄処理施設管理運営事業、処理事業費などを計上しております。  ５款、労働費１２万７，０００円、対前年度比マイナス２．３％、雇用対策事業を計上しています。  ６款、農林業費は６億８，９０６万７，０００円、対前年度比マイナス４．３％。  １項、農業費には、新規事業を含むエコ農業推進事業１３６万２，０００円、農作物被害防止対策事業１１８万８，０００円、国営総合農地防災事業４２２万４，０００円、農業基盤整備促進事業３，５１７万７，０００円のほか、有害鳥獣被害防止対策事業、地産地消食育推進事業、県営ため池等整備事業などを計上。  ２項、林業費には、鳥獣対策事業、森林病害虫防除事業などを計上しております。  ７款、商工費１億９，６９６万円、対前年度比２２．３％の増でございます。新規事業としましては、紀の川市観光ファン拡大事業３２０万円、紀の川フライトパーク整備事業３８７万６，０００円、市営大門橋駐車場・公衆トイレ整備事業２，５１３万７，０００円のほか、祭り支援事業などを計上しております。  ６ページ、お願いします。  ８款、土木費４４億２，９２９万８，０００円、対前年度比４．３％の増です。  １項、土木管理費では、地籍調査登記事業を計上。  ２項、道路橋梁費には、新規事業でございます道路ストック総点検事業５７０万円のほか、市道等の改良事業、橋梁点検調査事業、社会資本整備道路改良事業、紀の海広域施設組合周辺対策事業を計上。  ４項、都市計画費には、木造住宅耐震化促進事業、都市公園整備事業を計上し。  ５項、住宅費では、市営住宅改修事業を計上しております。  ９款、消防費１０億４，８７４万円、対前年度比３．２％の増であります。新規事業として、避難所用防災ラジオ、懐中電灯購入事業１３１万４，０００円、消防団員ヘルメット等配布事業４３９万５，０００円、携帯Ａ型デジタル簡易無線購入事業４８０万円、防災行政無線デジタル化事業４７０万円のほか、那賀消防組合事業を計上しています。  １０款、教育費でございますが、３７億２，６１３万３，０００円、対前年度比マイナス２．５％。  ２項、小学校費では、新規事業として小学校非構造部材改修事業２１５万６，０００円、西貴志小学校旧屋内運動場解体事業４，１０４万８，０００円などの小学校校舎等耐震等補強事業、竜門小学校校舎等改築事業などを計上。  ３項では、中学校費に中学校一般改修事業、中学校校舎等耐震等補強事業を計上。 
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 ４項、幼稚園費には、私立幼稚園運営補助事業を計上しております。  ５項、社会教育費では、公民館活動推進事業、文化財保護事業、青少年健全育成事業、図書館運営事業、自主文化事業などを計上。  ６項、保健体育費には、スポーツ教室大会事業、学校給食運営事業、学校給食センター建設整備事業などを計上しております。  １１款、災害復旧費１万３，０００円を計上。  １２款、公債費４８億８，８４３万７，０００円、対前年度比マイナス７．９％、市債の元金と利子の償還に係る経費を計上しております。  １３款、予備費５，０００万円。  以上、歳出合計、合わせまして３２０億８，０００万円を計上させていただいております。  続いて、７ページお願いいたします。  第２表、債務負担行為でございます。債務負担行為の時効、期間、限度額を記載しております。公共施設マネジメント計画策定委託、平成２７年度９５０万円ほか９事業について債務負担行為を設定しております。  続いて、９ページお願いいたします。  第３表、地方債でございます。起債の目的と限度額を記載しております。本年度は、旧貴志川分庁舎整備事業３億２０万円ほか１２事業、計４１億３，３００万円の地方債の発行をいたします。なお、起債の方法は、いずれも普通貸借または証券発行で、利率は５％以内であります。  別冊で、お手元に「平成２６年度予算説明書、平成２６年度当初予算の概要、主要事業編・財政資料編」を配布させていただいております。  以上、平成２６年度一般会計予算の説明でございます。よろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 建設部長 尾崎好民君。 ○建設部長（尾崎好民君）（登壇） 建設部から、議案第３９号 平成２６年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について、御説明申し上げます。  平成２６年度予算書１１ページをお開きください。  平成２６年度紀の川市の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。  第１条として、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２，５００万円とするものであります。対前年度５００万円、１６．７％の減額であります。  １２ページをお開きください。  歳入では、５款、諸収入、２項、貸付金元利収入において、現年分滞納繰り越し分合計２，４１６万６，０００円の計上であり、債権数、額の減少により対前年度４９０万円、１６．９％の減少であります。  次に、歳出では、１３ページにございますように、１款、土木費、１項、住宅費におい
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て１，６３４万６，０００円の計上であり、前年度より２４３万円４，０００円の減額であります。  次の下段にございますように、２款、公債費、１項、公債費において、長期債元金・利子合計で８１３万５，０００円の計上であり、前年度より１４５万円、１５．１％の減少の予算の計上となってございます。  以上、御審議、よろしくお願いします。 ○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 ○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 議案書の６９ページ、議案第４０号 平成２６年度紀の川市土地取得事業会計特別予算についてでございます。  別冊の予算書の１４ページでございます。  平成２６年度紀の川市土地取得事業特別会計予算。  第１条で、歳入歳出予算それぞれ８０万円と定めております。  １５ページお開き願います。  第１表、歳入歳出予算でございます。歳入では、財産収入として基金利子８０万円を見込み、歳出では、同額を土地区画開発基金に積み立てをするものでございます。  土地取得事業特別会計については、以上でございます。 ○議長（高田英亮君） 市民部長 北林佳髙君。 ○市民部長（北林佳髙君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第４１号から議案第４３号までの３議案について、御説明申し上げます。  まず、議案第４１号 平成２６年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算について、御説明申し上げます。  予算書の１７ページをお願いいたします。  第１条、第１項、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８１億６，６００万円と定める。  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるところでございます。  第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２５億円と定めるものでございます。  第３条として、歳出予算の流用につきまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合として、保険給付費の各項に提示をされた予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の款の流用とするものでございます。  ２０ページの歳出をお願いいたします  平成２６年度は、加入世帯で１万９５０世帯、被保険者数２万２００人、前年度より４０世帯３００人の減と見込み算定し、予算規模は８１億６，６００万円、前年度に比べまして、率にして１．２％の減、１億３００万円の減額予算となってございます。  主な要因といたしまして、２款、保険給付費におきまして被保険者数の減、また平成２５年度決算見込みの１人当たり給付費について、退職被保険者で微動があるものの一般被
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保険者で減少が見込まれることから、前年度比較１．８％の減、額にして１億３１２万８，０００円の減、５５億３，９７７万６，０００円を計上してございます。  戻っていただきまして、１８ページをお願いいたします。  歳入をお願いします。  国民健康保険税におきましては、景気は若干の回復兆しがあるものの所得増が依然に見込めず、また世帯数、被保険者数の減少から前年度比較０．９％の減、額にして１，６１０万円の減、１６億８，２００万円と見込んでございます。  ３款、国庫支出金から７款の共同事業交付金につきましては、歳出の費用額に対し、国の算定基準及び前年度実績等をもとに算定し計上。また、歳入不足に対する財源措置といたしまして、国民健康保険事業運営基金から３，１７５万２，０００円を活用した予算編成を行ってございます。  続きまして、議案第４２号 平成２６年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算について、御説明いたします。  ２２ページをお願いいたします。  第１条、第１項は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，４５０万円と定めるものでございます。  第２項につきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるところでございます。  第２条は、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債補正」によるところでございます。  第３条として、一時借入金の借り入れの最高額を２，６００万円と定めるものでございます。  次の２３ページ、２４ページをお願いいたします。  平成２６年度の予算規模は、前年度と比較して４．３％の伸び、金額にして３５０万円の増額となってございます。国民健康保険の直営診療施設鞆渕診療所の運営に要する医師の報酬をはじめ、看護師、職員等の人件費及びレントゲン装置の購入費のほか、医療診療に係る経費を計上してございます。  続きまして、２５ページをお願いいたします。  第２表、地方債でございます。起債の目的、施設整備事業、レントゲン装置購入事業でございます。限度額２１０万円、起債の方法、普通貸借または証券発行、利率については５％以内、償還の方法は記載のとおりでございます。  続きまして、議案第４３号 平成２６年度紀の川市後期高齢者特別会計予算について、御説明申し上げます。  予算書２６ページをお願いいたします。  第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１４億３，９００万円と定め
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るものでございます。  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるところでございます。  第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を４億４，０００万円と定めるものでございます。  平成２６年度の予算規模は、前年度と比較して３．３％の増、金額にしますと４，６００万円の増額予算でございます。  ２７ページをお願いいたします。  歳入の第１款、保険料は４億８，７０２万２，０００円のうち、現年課税分につきましては、平成２６年度、平成２７年度の保険料率として広域連合で決定されました均等割額４万４，７３０円、所得割率８．５５％の保険料率に基づき、被保険者の方から紀の川市が特別徴収、または普通徴収の方法によって徴収すべき保険料を計上してございます。  ３款、繰入金９億４，８５２万２，０００円につきましては、事務費、保険料の軽減分に係る保険基盤安定繰入金及び医療給付費に係る療養給付費負担金につきまして、一般会計において負担すべき所要額を繰り入れするものでございます。  ２８ページをお願いいたします。  歳出の１款、総務費につきましては、医療事務及び徴収に係る所要の経費でございます。  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、被保険者の方から徴収した保険料及び一般会計から繰り入れしました保険基盤安定繰入金、療養給付費繰入金等の納付すべき所要の負担額１４億２，６６９万１，０００円を計上してございます。  ３款、保険事業費につきましては、脳ドック受診に係る委託料３０名分、１６３万２，０００円を計上してございます。  以上で、議案第４１号から議案第４３号までの３議案についての説明を終わります。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 ○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第４４号 平成２６年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算について、御説明申し上げます。  予算書２９ページをお願いいたします。  平成２６年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによる。  第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６１億６，６００万円と定めてございます。これは、前年度と比べ３億４，８００万円、率にしまして６．０％の大幅な増加となってございます。  また、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるところでございます。  第２条で、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額を、第３条で、地方自治法第２２０条第２項のただし書きの規定による歳出予算の流用について定
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めているところでございます。  平成２６年度予算につきましては、編成時期から平成２５年１０月時までの給付実績をもとに決算見込みを推計し、所要額を計上しているところでございます。昨年１０月現在では、６５歳以上の第１号被保険者は１万８，２６５人、対前年比４９６人の増、認定者につきましては４，３２３人、対前年比８３人の増となってございます。  歳出の増額の主な要因でございますが、３２ページをお願いいたします。  ２款、保険給付費で５９億７，０２０万９，０００円を計上しておりますが、前年度より３億１，２６２万２，０００円、率にして５．５％の伸びとなっています。主に居宅介護サービス費等各種サービスで、サービス受給者及びサービス料の増加により大幅な増加となってございます。  歳入につきましては、制度内の財源充当による予算措置を行っていますが、保険給付費の大幅な伸びにより第５期介護計画の３カ年の保険給付費総額と実績見込み額との乖離により、第１号被保険者保険料が不足する見込みでございますので、３０ページ、お願いします。  歳入の１０款、市債６，２６４万７，０００円の財源補填による予算編成をお願いしているところでございます。なお、この市債につきましては、無利子借り入れによりまして、原則次期計画の第１号被保険者保険料で返済することになります。  以上、議案第４４号の説明とします。御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 建設部長 尾崎好民君。 ○建設部長（尾崎好民君）（登壇） 建設部から、議案第４５号から議案第４７号までの３議案について、御説明申し上げます。  まず、議案第４５号 平成２６年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算について、予算書の３４ページをごらん願います。  第１条の予算総額は、歳入歳出それぞれ１４億７，２００万円で、対前年度比１１．５％の減でございます。  第２条は、３７ページの第２表のとおり、地方債について定めております。  第３条で、一時借入金の借り入れ最高額を４億５，０００万円と定めております。  ３５ページをお願いします。  歳入の主な内容ですが、１款、分担金及び負担金では、下水道に接続があった場合、受益者分担金並びに受益者負担金を計上してございます。受益者分担金並びに負担金合計の対前年度比は４．１％の増額でございます。  ２款、使用料及び手数料では、下水道使用料並びに指定工事店と責任者の登録手数料を計上しており、下水道使用料では、対前年度比４８．３％の増額でございます。理由として、大型事業所公共施設の接続予定などにより増額となっております。  ３款、国庫支出金では２億５，５００万円の計上で、対前年度比２６．５％の減となってございます。 
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 ９款、市債では４億３，４８０万円で、対前年度比２６．１％の減額です。  続きまして、３６ページをお願いします。  歳出の主な内容ですが、１款、総務費においては、対前年度比２７．５％の増額となっております。  １項、総務管理費につきましては、配水設備工事助成金が前年度並みになっておりますが、流域下水道維持管理負担金が大型事業所公共施設の接続などの予定により増額となってございます。  ２款、事業費では８億２，９０６万３，０００円で、対前年度比２５．９％の減となっております。公共下水道の事業内容としましては、約１６ヘクタールの面積整備、新たに３４ヘクタールの区域について公共開始を予定してございます。  また、流域下水道事業費では、紀の川中流流域下水道事業建設負担金並びに処理場周辺地域整備事業における紀の川市の負担額を計上してございます。  続きまして、議案第４６号 平成２６年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算について、説明申し上げます。  予算書の３８ページをごらん願います。  第１条で、予算の総額は歳入歳出それぞれ５，４００万円と定めております。対前年度比較で１．９％の増となっております。  第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，７００万円と定めております。  ３９ページをお願いします。  歳入の主な内容ですが、２款の使用料及び手数料におきまして、下水道使用料ですが、ほぼ前年度となっております。  ４款、繰入金では、特定環境保全公共下水道事業基金につきましては、基金条例に基づき事業に必要な経費の財源に充てることにより、歳入歳出不足を基金の一部から取り崩してまいりましたが、２５年度で全てを取り崩したため、平成２６年度から不足分を一般会計から繰り入れることになってございます。  また、６款、収入につきましては、消費税及び地方消費税還付額が微増となってございます。  ４０ページ、歳出ですが、１款、１項、総務管理費が光熱水費等の増額より、対前年度比１．９％の増額となっております。他の支出内容はほぼ前年並みでございます。  続きまして、議案第４７号 平成２６年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算について、説明申し上げます。  予算書の４１ページをごらん願います。  平成２６年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算について。  第１条で、予算の総額は歳入歳出それぞれ３，６００万円と定めており、対前年度比、５．３％増となってございます。  第２条で、一時借り入れの借り入れ最高額を１，０８０万円と定めてございます。 



平成２６年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２６年２月２１日  

－36－ 

 ４２ページをごらんください。  歳入につきましては、２款、使用料及び手数料の１項、使用料が７６５万５，０００円で、対前年度比４．４％の増となっております。理由としまして、善田地区での増収が予測されるものでございます。  ４３ページの歳出ですが、１款、１項、総務管理費で、光熱水費の増額により対前年度比３．３％の増となってございます。  以上、３議案の御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 水道部長 上 始君。  それでは、議案第４８号について、御説明申し上げます。  予算書の４４ページをごらんください。  議案第４８号 平成２６年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算について。  第１条では、予算の総額は歳入歳出それぞれ６億３，３００万円と定めてございます。 前年度比０．５％の増額となってございます。  第２条は、地方債について。  第３条は、一時借入金の限度額について定めてございます。  ４５ページをごらんください。  歳入の主なものについて、御説明申し上げます。  ２款、使用料及び手数料につきましては、高野・五百谷簡易水道及び野田原・脇谷簡易水道の水道事業包含により、簡易水道が６カ所から４カ所となり、水道使用料が４，２４８万７，０００円の見込みとなり、前年度より６．３％の減額となってございます。  ３款、国庫支出金、８款、市債につきましては、鞆渕・細野地区に給水を行う水道未普及地域解消事業に係る国庫補助金及び市債を計上してございます。  次に、４６ページをごらんください。  歳出の１款、衛生費につきましては、荒見簡易水道、麻生津簡易水道、善田・大原簡易水道及び黒川簡易水道の４カ所の維持管理費用を計上してございます。また、水道未普及地域である鞆渕・細野地区に給水を行う水道未普及地域改修工事は、平成２５年度から平成２８年度までの４年間の予定で、平成２６年度事業分５億５３１万７，０００円を計上してございます。  ４７ページをごらんください。  地方債については、起債の目的は簡易水道施設事業、限度額は３億４，８１０万円、起債の方法、利率、償還方法は記載のとおりでございます。  御審議、よろしくお願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） 農林商工部長 歌 英樹君。 ○農林商工部長（歌 英樹君）（登壇） それでは、私のほうから、議案書７８ページの議案第４９号 平成２６年度紀の川市池田財産区特別会計予算についてから、議案書の８８ページの議案第５９号 平成２６年度紀の川市平池財産区特別会計予算についてまでの
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１１議案につきまして、一括して説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。  予算書の４８ページから８０ページまで記載しております池田財産区をはじめとする各財産区特別会計予算につきましては、それぞれ歳入歳出予算の総額、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を「第１表 歳入歳出予算」で定めております。  平成２６年度１１財産区会計予算総額は１，６５６万円であり、前年度と比較して５７０万円の減となっております。平成２６年度予算の計上に当たっては、前年度の実績内容と十分精査を行った上で、各財産区の運営に要する経費や財産を適切に管理するための作業道新設修繕事業、森林保全事業などの経費を計上させていただいております。  以上、議案第４９号から議案第５９号までの財産区予算１１議案につきまして、御審議よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩いたします。 （休憩 午前１１時５４分） ――――――――――――――― （再開 午後 ０時５８分） ○議長（高田英亮君） 再開します。  休憩前に引き続き、提案理由の説明を続けます。  水道部長 上 始君。 ○水道部長（上  始君）（登壇） それでは、議案第６０号及び議案第６１号について、御説明申し上げます。  予算書の８１ページをごらんください。  議案第６０号 平成２６年度紀の川市水道事業会計予算について。  第２条は、業務上の予定費用を定めてございます。給水戸数は、高野・五百谷簡易水道及び野田原・脇谷簡易水道より前年度に比べ３２０戸の増で、２万２，７１２戸、年間給水量、１日平均給水量につきましては、ほぼ前年並みを予定してございます。  第３条は、収益的収入及び支出の予定額を定めてございます。収益的収入につきましては、１４億３，６１７万円で、現年度の６．４％の増額を見込んでおります。また、収益的支出につきましても１３億７，０４６万１，０００円で、前年度の５．５％の増額を見込んでございます。  収益的収入及び支出の増額の主な要因は、公営企業会計の改正により、みなし償却制度の廃止等によるものでございます。  第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めてございます。資本的収入につきましては９億１，３０５万３，０００円で、前年度に比べ２２．９％の増額でございます。  増額の主な要因は、建設改良費に係る財源として、企業債を増額したことによるものでございます。資本的支出につきましても１３億８，７５８万４，０００円で、前年度に比べ１４．５％の増額となってございます。 
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 増額の主な要因は、建設改良費の増額と平成２５年度に財務負担行為を行っていました穴伏浄水場築造工事費を計上したことによるものでございます。  なお、資本的収入が資本的支出に対し不足する額４億７，４５３万１，０００円についての補填方法も定めてございます。  ８２ページをごらんください。  第５条は、起債の目的、限度額と借り入れ条件。  第６条は、一時借入金の限度額。  第７条は、経費の流用することができる項目。  第８条は、議会の議決を得なければ流用することができない経費について。  また、第９条は、棚卸資産購入限度額を定めてございます。  続きまして、予算書の８３ページをごらんください。  議案第６１号 平成２６年度紀の川市工業用水道事業会計予算について。  第２条は、業務の予定量を定めてございます。給水戸数が前年度と同じ７戸を予定してございます。年間総給水量及び１日平均給水量は、前年度に比べ３．９％増を予定してございます。  第３条は、収益的収入及び支出の予定額を定めてございます。収益的収入につきましては４，９８５万６，０００円で、前年度に比べ２７．７％の増額を見込んでございます。収益的支出につきましても４，８２９万６，０００円で、前年度に比べ３３．２％の増額となってございます。  収入及び支出の増額の主な要因は、受託工事による収益と工事費を計上したことによるものでございます。  第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めてございます。資本的収入につきましては３，３９５万５，０００円で、前年度に比べ３，３９５万４，０００円の増額であります。資本的支出につきましても４，６３５万８，０００円で、前年度に比べ３，４４４万５，０００円、３，４４５万３，０００円の増額であります。  収入及び支出の増額の主な要因は、工事負担金の収益と工事負担金による工事費を計上したことによるものでございます。  なお、資本的収入及び資本的支出に対し不足する額１，２４０万３，０００円についての補填方法も定めてございます。  ８４ページをごらんください。  第５条は、一時借入金の限度額。  第６条は、経費の流用することができる項目。  第７条は、議会の議決を得なければ流用することができない経費について。  また、第８条は、棚卸資産購入限度額を定めてございます。  御審議、よろしくお願い申し上げます。 ○議長（高田英亮君） 農林商工部長 歌 英樹君。 
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○農林商工部長（歌 英樹君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第６２号 指定管理者の指定についてから、議案第６４号 字の区域の変更についてまでの３議案につきまして、一括して御説明申し上げます。  議案書９１ページお願いします。  議案第６２号 指定管理者の指定については、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、紀の川市農村交流施設、所在地は、紀の川市切畑１２７３番地９、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、紀の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 山田泰行です。指定の期間は、平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年間となっております。  続きまして、議案第６３号 指定管理者の指定につきましては、指定管理者に管理を負わせようとする施設の名称は、紀の川市桃山産業振興館、所在地は、紀の川市桃山町市場４０４番地４です。指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、紀の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 山田泰行です。指定の期間は、平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年間となっております。  次に、議案書９３ページ。  議案第６４号 字の区域の変更についてでございます。  提案理由としまして、土地改良事業として、平成２０年度から施工の北山地区圃場整備事業の換地業務に伴い、字の区域を変更したいためでございます。地方自治法第２６０号第１項の規定により、同条第３項の規定による告知の日から本市内の字の区域を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求めるものでございます。  次のページをお願いします。  変更住所についてでございます。まず、１の表にございますように、貴志川町北山字三島に編入する区域として、字森ノ坪の地番を上段に、また下段には、字北谷の地番を表示してございます。  次に、２の表、貴志川町北山字森ノ坪に編入する区域として、字三島の地番を上段に、また下段には、字中ノ坪の地番を、またそれぞれの表の下段に、隣接介在する道路・水路の一部の旨を表示してございます。  なお、議案資料としまして、議案書の１５７ページから１６１ページに字の変更前と変更後を対比した図面と、それと地番がわかる図面を添付しておりますので、ごらんおきいただきたいと思います。  以上、３議案について、御審議、よろしくお願いいたします。 ○議長（高田英亮君） 教育部長 西田好宏君。 ○教育部長（西田好宏君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第６５号、議案第６６号の両議案につきましては、河南学校給食センターの開設に伴う備品等の財産の取得について議会の議決に付すべき条例により議会の議決を求めるものでございます。  まず、議案第６５号では、財産の名称、数量は、河南学校給食センター給食配送車５台、
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取得の方法につきましては、指名競争入札による取得、取得価格は１，９６０万２，０００円、契約の相手方につきましては、和歌山県和歌山市狐島６０４番地１、いすゞ自動車近畿株式会社和歌山支店、支店長 浜野晃治でございます。  次に、議案第６６号では、学校給食センター給食備品一式を取得したいので、議会の議決に付すべき条例により議会の議決を求めるものでございます。財産の名称、数量は、河南学校給食センター給食備品一式でございます。取得の方法につきましては、指名競争入札による取得、取得価格は４，７３０万４，０００円、契約の相手方につきましては、和歌山県和歌山市島崎町６の３０、大和綜業株式会社、代表取締役 河内 章でございます。  提案理由につきましては、両議案とも河南学校給食センターの運営に伴い、給食備品を整備するため財産の取得の議決を求めるものでございます。  なお、１６２ページから議案第６５号、議案第６６号の資料として添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  以上でございます。 ○議長（高田英亮君） 市民部長 北林佳髙君。 ○市民部長（北林佳髙君）（登壇） 議案第６７号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について、御説明申し上げます。  なお、本議案につきましては、当市民部所管事業と教育部所管事業の追加による変更が一つの議案となってございますので、私のほうから総括して御説明させていただきますので、御理解いただきたいと思います。  ９８ページをお願いします。  平成２５年第１回紀の川市議会定例会で議決を得ました紀の川市中鞆渕辺地総合整備計画について、鞆渕診療所にレントゲン装置を、鞆渕小学校にスクールバスを購入するにあたり、事業費の追加により辺地対策事業債の予定額を変更するため、総合整備計画書の第２次変更を行うためでございます。  なお、次の１００ページには、計画書の変更調書として添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。  御審議、よろしくお願いいたします。  以上です。 ○議長（高田英亮君） ほかに、補足説明はありませんか。 〔「補足説明なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） なければ、提案理由の説明を終わります。  お諮りいたします。  ただいま議題となっております日程第４のうち、議案第１号 副市長の選任についてから、議案第１１号 静川財産区管理委員の選任についてまでの計１１議案は、人事に関する案件でありますので、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託、討論を省略し、本日直ちに質疑、採決まで行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。  したがって、議案第１号から議案第１１号までの計１１議案については、本日直ちに質疑、採決まで行うことに決しました。  まず、議案第１号 副市長の選任について。  質疑、採決を行います。  ここで、関係者の退席を求めます。  田村副市長は、退席願います。 〔田村副市長 退席〕 ○議長（高田英亮君） それでは、議案第１号に対する質疑を行います。  質疑はありませんか。 〔「質疑なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 質疑なしと認めます。  それでは、質疑を終結します。  それでは、採決を行います。  お諮りします。  議案第１号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。  したがって、議案第１号は、原案のとおり同意することに決しました。  田村副市長の入場を許可します。 〔田村副市長 入場〕 ○議長（高田英亮君） 続きまして、議案第２号から議案第７号 飯盛財産区管理委員の選任についての質疑、採決を行います。  これより、議案第２号から議案第７号までの６議案に対する一括質疑を行います。  質疑、ありませんか。 〔「質疑なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 質疑なしと認めます。  これで、質疑を終結します。  お諮りします。  議案第２号から議案第７号 飯盛財産区管理委員の選任についての６議案は、一括して採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。  お諮りします。  議案第２号から議案第７号 飯盛財産区管理委員の選任についての６議案は、原案のと
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おり同意することに御異議ございませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。  したがって、議案第２号から議案第７号までの６議案については、原案のとおり同意することに決しました。  続きまして、議案第８号から議案第１１号 静川財産区管理委員の選任について。  質疑、採決を行います。  これより、議案第８号から議案第１１号までの４議案に対する一括質疑を行います。  質疑ありませんか。 〔「質疑なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 質疑なしと認めます。  これで、質疑を終結します。  お諮りします。  議案第８号から議案第１１号 静川財産区管理委員の選任についての４議案は、一括して採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。  お諮りします。  議案第８号から議案第１１号 静川財産区管理委員の選任についての４議案は、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 〔「異議なし」という者あり〕 ○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。  したがって、議案第８号から議案第１１号までの４議案については、原案のとおり同意することに決しました。  これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。  本日は、これにて散会いたします。  なお、あすより三日間休会とし、２月２５日火曜日、午前９時３０分より再開いたします。  御苦労さまでした。 （散会 午後 １時１７分）    


